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１．はじめに  

 計画，調査および設計段階から 3 次元モデルを導入することで，その後の施工，維持管理の段階においても

3 次元モデルを連携させて，事業全体にわたる関係者間の情報共有を容易にし，建設生産・管理システム全体

の効率化・高度化を図る BIM/CIM の取り組みが推進されている．本研究では，BIM/CIM 導入に伴う ICT 施工

を実施例に基づいて，建設現場での 3 次元データを取り扱う際の課題とその解決策について報告すると同時に，

それらをノウハウとして蓄積し共有することの重要性を考察する． 
  

２．実現場における問題点と解決策の具体的事例 
 ここでは，表 1 に示す ICT 建機を使う工程で発生した問題点と対応策を取り上げる．対象工事は道路土工

であり，掘削工8,500m3，路体盛土工19,100m3のうち，ICT土工対象は掘削工5,000m3，法面整形工(切土) 720m2，
法面整形工(盛土) 4,830m2 である．ここでの問題点と対応策が，ICT 施工のノウハウとして共有されることが

必要であると考える．例えば，曲線部の 3 次元設計データは TIN（不整三角形網）で作成されているため，

MC 機械での施工が難しい．そこで曲線部の施工については，オペレーターの熟練技術によりカーブ施工を実 
表 1 ICT 建機操作時に発生した問題点と対応策  施することにより対応した．具体的には，図 1に示

すように，トータルステーションで 2ｍごとの位置

を出し，その間を土方カーブにより 0.5ｍことで施

工した．結果として，3 次元設計データとの誤差を

0～250mm 程度に収めて施工することが可能であっ

た． 
また図 2 に示すような橋台ウイングや竹藪，高架

橋が障害となることで GNSS の受信不良が発生し，

GNSS 転圧管理システムの不具合が生じた．そこで，

品質証明を確実に実施するため，MC 施工による管

理だけではなく，現場密度を測定して対応した．さ

らに，MC バックホウで施工中，GNSS の受信状況

が悪くなり，設計面と-10cm～20cm 程度のズレが生

じた．そこで図 3 に示すように，GNSS 受信状況を

定量的に表現するモニタリングを実施し，受信状況

が不良な時は，丁張りを設置し，従来工法を併用し

て作業を実施した．あるいは，コーナー部や端部に

おいては施工機械の施工スペースが確保できず，

MC バックホウを使用した作業ができない．そこで

図 4 のように，オペレーターの熟練技術により重機 
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を傾けて使用したり，サイドカッターを使用する範囲をあらかじめ決定して MC 施工を実施した．などである．

また表 2 は出来形管理に関する問題点と対応策の例である．図 5 のように，設計データで扱う TIN の大きさ

によって，施工面での誤差が大きくなることに留意する必要があるなど，3 次元データに関する施工側が実際

に行った対応策が整理された事例が，今後の ICT 施工の普及には欠かせないと考える． 
  表 2 出来形管理時に発生した問題点と対応策 

 

３．まとめ  

 現在，中国地方整備局では BIM/CIM 導入に伴なう ICT 技術を研修する施設の整備を構築する予定であるが，

そこでは実例に基づくノウハウの継承が重要になる．学会活動を通じて，そのサポートができれば幸いである． 

図 1  MC 施工では精度確保が困難な曲線部の状 図 2 GNSS 転圧管理システムの不具合が生じた状況 

図 3 GNSS 受信状況をモニタリングした状況 図 4 重機を傾けて施工した事例 

図 5 設計と施工面の誤差が大きくなる事例 
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